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ことが確認された。また、上丘ニューロンの軸索密度は、IRt や preBötC より
も顔面神経核において高かった。さらに、IRt、preBötC、顔面神経核に投射す
る上丘ニューロンは、上丘の外側部に分布することがわかった。 
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